



─ 若年女性における肌色のステレオタイプ効果とジェンダー意識 ─ 
 
The Effect of Skin Color on Gender Judgment by Young Women 






  The face can be a source of critical information for making judgments about gender, and 
complexion can have an important influence. Earlier research (Yamada & Saito, 2007) shows 
that fair skin is generally taken to indicate a female, while darker skin suggests the person is 
male. As reported elsewhere (Yamada & Saito, 2006; Yamada, 2007a; Yamada, 2009), 
however, other factors such a person’s attitude toward gender may color such judgment 
tendencies, leading to differing results. In this study based on these earlier experiments, we 
examine the possibility of determining a person’s attitude toward gender through revealing 
characteristics of her responses to various faces. Results show that when it comes to judging a 
face that is slightly on the feminine side but with a dark complexion, a person’s underlying 
gender attitudes almost inevitably come into play: a person who judges the 














転するという結果が得られている（Yamaguchi, Hirukawa, & Kanazawa, 1995）。コーカソイド
の場合はまた異なり、鼻と顎が判別の要因となっていることが指摘されている（Bruce, Burton, 






































埼玉のビジネス系女子短期大学に通う女子学生 77名（平均年齢 18.99歳、標準偏差 0.57）と







 3.3.1. 性別カテゴリ判断（二件法）と丸み評定（六件法）1 
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 顔パタン MALE（25％） male（40％） neutral（50％） female（60％） FEMALE（75％）
色 白 肌 







色 黒 肌 
     








































Table 1 性差観スケール 平均値及び標準偏差 
評  定  項  目  平均 標準偏差
1．最終的に頼りになるのは、やはり男性である。 ○ 2.527  0.899 
2．体力において男性がまさる以上、社会のあらゆる場で男性が優位な地位を占めるのは、やむをえない。 × 2.239  0.945 
3．家庭のこまごまとした管理は、女性でなくては、と思う。 × 2.299  0.889 
4．女性は、体力や精神力の点でパイロットなど人命をあずかる仕事には向いていない。 × 1.984  0.890 
5．女性は出産する可能性があるため、男性と仕事の上で互角に並ぶのは無理である。 × 1.908  0.759 
6．人前では、妻は夫を立てた方がよい。 ○ 2.696  0.890 
7．女性は視野がせまい。 × 1.582  0.832 
8．中学になると、男の子の成績の方が伸びる。 × 1.728  0.870 
9．女性は男性に比べ、感情的である。 ○ 3.011  0.975 
10．子育ては、やはり母親でなくては、と思う。 ○ 2.625  0.927 
11．論理的思考は、男性の方がすぐれている。 × 2.277  0.846 
12．セックスにおいて男性がリードするのは当然である。 ○ 2.859  0.755 
13．冒険やロマンは、男性の究極のよりどころである。 ○ 2.685  0.816 
14．女性は何かにつけて責任を回避しがちである。 × 2.082  0.822 
15．女性のすぐれた思想家は、あまり出ない。 × 2.092  0.780 
16．一家の家計を支えられないような経済力のない男性は、男として失格である。 ○ 2.913  0.851 
17．男性は女性にくらべ、人を使うのが上手である。 × 2.038  0.757 
18．子どものことより自分のことを優先して考えるような女性は、母親になるべきでない。 ○ 3.038  0.832 
19．男はむやみに弱音を吐くものではない。 ○ 2.500  0.905 
20．女が人前でタバコを吸うのは好ましくない。 ○ 2.793  1.030 
21．女性は男性にくらべ、臆病だ。 × 2.092  0.898 
22．男性は女性にくらべ、攻撃的である。 × 2.489  0.849 
23．女性が入れたお茶はやはりおいしい。 × 2.418  0.832 
24．子どもを他人に預けてまで、母親が働くことはない。 × 2.092  0.847 
25．たくましい精悍な体つきは、男の魅力として重要である。 ○ 3.000  0.761 
26．女性は月経があるので、精神的に不安定である。 ○ 3.071  0.776 
27．女性は男性にくらべ、手先が器用である。 ○ 2.674  0.857 
28．男性と女性は、本質的に違う。 ○ 3.212  0.785 
29．男性の性欲は、概して女性にくらべて強い。 ○ 3.212  0.764 
30．男は背が高くなければ、と思う。 ○ 2.837  0.938 
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ンにおいて判断の違いが有意であった（MALE: χ2=15.637, p<.001/ male: χ2=28.698, p<.001/ 













種において判断の変化が有意であると認められた（MALE: χ2=13.067, p<.001/ male: χ




















なっている。顔パタンの女性率を x、評定された丸みの平均値を y として回帰分析を行ったとこ
ろ、各肌色について次の式が導出された。 
 
 色白肌：y=0.033x+2.028 (r2=0.973) 






れた（MALE: t=2.929, p<.01/ male: t=4.003, p<.001/ neutral: t=3.386, p<.001/ female: t=2.561, 
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4.3. 性別カテゴリ判断による性差観スケールの分析 













Table 2 中庸刺激に対する性別判断の組み合わせによる性差観の分析結果（分散分析） 
男／男判断 女／女判断 女／男判断 男／女判断 
顔パタン 
（性差観平均） （性差観平均） （性差観平均） （性差観平均）
F値  
112 6 54 12male 
(40%) (74.384) (74.833) (76.537) (73.500)
0.6703  
38 35 96 15neutral 
(50%) (73.868) (74.200) (75.177) (78.267)
0.7974  
8 130 40 6female 
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